
口腔内スキャナにおける
日常臨床での活用ポイント
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● 会 場　徳島大学歯学部 3階 講堂
● 会 費　無料　コ・デンタルスタッフもご参加下さい。
● 日歯生涯研修事業の3単位に認定されております。必ずICカード
をご持参下さい。 

● 本講演のビデオ撮影・録音は禁止します。ただし、レジュメをご用
意し、配布いたします。

令和5年度卒後研修セミナーのご案内
徳島大学歯学部同窓会主催

歯学部長井記念
ホール

薬学部 大塚講堂 図書館 徳島大学病院
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近年世の中のデジタル化が進む中、歯科においても院内で
のデジタル化の必要性が迫られている。特に、直接口腔内を
スキャンする口腔内スキャナの登場によって、これまで歯科医
療従事者側だけが受けていたデジタルの恩恵が、患者側にも
大きなメリットをもたらしている。口腔内スキャナは単なる印
象の代替ではなく、患者とのコミュニケーションツールとして
の用途も非常に有効であり、その可能性は今後ますます広
がっていくことが予想される。一例として、治療後のイメージ
をシミュレーションできる機能があるが、審美補綴修復治療に
おいて、最終的なゴールを視覚的に患者と共有できることは、
非常に有効である。また、インプラントのシミュレーションな
どにおいても、ソフトウェア上でCBCTから得られたDICOM
データと重ね合わせることで、非常に簡便に埋入シミュレー
ションが可能となる。また、アライナー矯正においては、IOS
が必須であり、これにより患者には大きな変革をもたらしDX
と言えるかもしれない。しかしながら、新しい技術を活用する
際には、その技術の原理やデメリットなども十分に知っておく
必要あり、その技術特有のコツなども存在する。また、院内で
の導入においても、環境整備などが必要となる。そこで本講
演では、口腔内スキャナを使用する際の注意点やコツ、印象
以外の活用法などについて、当院での取り組みとともにご紹介
したい。
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日本口腔インプラント学会　専門医
日本補綴歯科学会
International Team of Implantology（ITI）フェロー・Section Japan広報委員会
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所属スタディグループ:
Interdisciplinary Team of Dentistry（ITD）主宰

丸尾 勝一郎
まる お かつ いち ろう

協賛：ストローマン・ジャパン株式会社（当日、企業ブースにて製品展示）

〒770-8504  徳島市蔵本町3-18-15
徳島大学歯学部同窓会（蔵歯会）
学術担当  安陪  晋（総合歯科診療部）

連 絡 先

TEL 088-633-9181   FAX 088-633-9182   
E-mail susumu.abe@tokushima-u.ac.jp
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ハイブリッド開催のため、Zoom視聴を希望される先生は、QRコードもしく
はURLより登録して下さい。登録後承認されると自動でウェビナーのアドレス
が登録メールアドレスに送信されます。 URL: http://tiny.cc/bvu8wz

ハイブリッド開催


